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	　　　「モヤモヤから考える 　　　　　ジェンダーと進路・キャリアの選択」
	■日時：9月15日(火)13:30～15:30 ■サテライト会場：横手市交流センターニッパツY²ぷらざ ■講師：櫻井　彩乃さん(ジェンカレッジ代表/ 　　　　内閣府男女共同参画推進連絡会議　有識者議員)

	　　「からだとこころの権利と安全」
	※すべての講座は無料でどなたでもご参加いただけます。

	　　「議会はあなたを待っている」
	研修室使用料の支払いに  キャッシュレス決済が利用できます
	現金以外のクレジットカード・電子マネー・QRコードの支払いが可能になりました。詳細は職員にお尋ねください。

	相談先一覧 ひとりで悩まないで相談してください
	発行　２０２６年　８月
	秋田県南部男女共同参画センター通信　★第１４０号
	開催報告

	ハーモニーフェスタ2026          　　　　　　　～女性の活躍が地域を元気にする～
	〈令和８年６月２８日（日）秋田県南部男女共同参画センター〉
	　講師に麓幸子さん(日経ウーマン元編集長、作家、ジャーナリスト、あきたＦ・Ｆ推進員)をお迎えし「あなたの人生を変えるハッピーキャリアの法則」と題してご講演いただきました。 　若年女性が地域を離れる理由や地域のジェンダーギャップになどついて、女性がキャリア形成の過程で抱えやすい葛藤や課題を、理論的な視点からわかりやすく解説されました。ご自身の子育て期のエピソードや現在の取り組みも紹介され、秋田弁を交えた軽妙な語り口で、80分があっという間に感じられる講演でした。 　参加者からは「麓さんから大きなパワーをいただいた」「前向きな気持ちになれた」「人生のミッションを見つめなおすきっかけになった」など、力強い言葉が多く寄せられました。
	　二部のグループワークでは「働く女性の悩みを共有しよう」をテーマに、初対面とは思えないくらい盛り上がりをみせました。参加者同士が意見を交わしながら未来の選択を描き、「ワークショップがとても楽しく、明るく前向きな気持ちになれた」「自分の話に共感してもらえてとても嬉しかった」といった感想をいただきました。 　また、３階研修室では「男女共同参画の歴史」や、人権啓発活動ネットワーク協議会による展示コーナーも設けられ、多くの方が足を止め、これまでの歩みや団体の活動展示を熱心に見学されました。男女共同参画への理解と学びが広がる、実り豊かな企画となりました。 　講師の麓幸子さんの言葉と参加者同士の交流を通して、地域で活躍する女性たちが互いにエネルギーを分かち合う、温かく充実した時間となりました。 　ご参加の皆さん、司会や運営に携わってくださったあきたF・F推進員の皆さん、講師を務めてくださった麓さん、本当にありがとうございました！
	開催報告
	対談を行いました。「自分らしく生きるとは何か」をテーマに、企業・団体それぞれの立場から多様性への向き合い方や、職場・地域での取り組みについて意見交換が行われました。三者の異なる視点が交差することで、「自分らしさを認め合う社会をどのように実現していくか」というテーマがより深まり、参加者にとって多様性理解を進める有意義な時間となりました。 　会場内では、損害保険ジャパン株式会社、性と人権ネットワークESTO、秋田プライドマーチ、Marriage For All Japan（マリフォー）の4団体が、それぞれの活動内容や多様性推進の取り組みを紹介しました。各団体の取り組みを知ることで、地域における多様性理解の広がりを実感できる内容となりました。


	　　　LGBTQ理解促進セミナー 「自分らしさが輝く社会へ～"他人と違う"は武器になる～」
	〈令和８年７月２6日（日）大曲エンパイヤホテル〉
	ひ  と
	　講師に、株式会社akaulu代表取締役の永山和宏さん（かずにゃんさん）をお迎えし、個性を力に変えて自分らしく生きることの大切さについて、ご自身の経験を交えてお話しいただきました。 　かずにゃんさんは、幼少期に感じていた周囲との感性の違いや自己否定の思い、音楽活動や仲間との出会いを通して自己受容へとつながっていった過程が語られました。また、秋田での地域活動を通じて、多様性を認め合える場づくりの重要性を実感してきたことが紹介され、参加者からは深い共感が寄せられました。 　第二部では、かずにゃんさんをファシリテーターとして、損害保険ジャパン株式会社カルチャー変革推進部DEI推進グループの今将人さん、性と人権ネットワークESTO理事の安保奈都子さんによる三者

	　参加者アンケートでは、講演・対談ともに高い評価が寄せられました。「自分らしさについて考えるきっかけになった」「多様性への理解が深まった」「職場や家庭でのコミュニケーションに活かしたい」などの声が多く、内容への満足度が全体的に高い結果となりました。 　ご参加の皆さん、司会や運営に携わってくださったあきたF・F推進員の皆さん、講師を務めてくださったかずにゃんさん、本当にありがとうございました！
	開催報告
	　５月２７日(水)センターにて開催しました。センター利用登録団体とあきたＦ・Ｆ推進員、市町村担当者と県職員合わせて２７名ご参加いただきました。会議では、市町村・センター・県が男女共同参画推進に関する実施事業計画をお伝えしました。あきたＦ・Ｆ推進員の菅谷由美子さんの活動紹介では、「CAPあきた」で子どもへの暴力防止のワークショップを行い、「きづきのき」では絵本の読み聞かせなどを通して子どもの安心と学びを支えるなどの紹介がありました。
	　５月２７日（水）センターにて開催しました。運営委員会はセンター事業の充実を図るために設置され、委員は事業(講座やイベント)を視察し評価や助言を行います。今年度から２年間委員を務めてくださるのは、あきたF・F推進委員の冨岡美津子さん、沓澤繁幸さん、菅谷由美子さんの３名です。副センター長から委任状が手渡されました。２年間よろしくお願いします。
	利用者懇談会
	　８月５日（水）センターにて開催しました。登録団体の代表者が集い今年度事業の紹介と、センターの運営等に関して事前にいただいたご意見とご要望について回答しました。
	　後半は「よこて和生の会」会長の小棚木さんと副会長の柴田さんが団体の活動報告を行いました。懇談会ではセンター利用に対するご意見をいただきました。いただいた意見をもとに、より利用しやすいセンターづくりに努めて参ります。ありがとうございました。
	　秋田県男女共同参画推進月間に合わせ、男女共同参画の国内外の動きや歴史を紹介する展示を行いました。家事シェア見える化シート、あきた♡とも家事宣言の目指す数値目標と現状、登録団体のパパ’ｓサークルピーターパンの活動報告も掲示し多くの来館者にご覧いただきました。
	県の記念日
	　１８７１年（明治４年）の廃藩置県によって「秋田県」が誕生した８月２９日を記念し、１９６５年（昭和４０年）に制定されました。秋田県は、令和８年で１５５歳を迎えます。８月２９日(土)は研修室利用が無料になります。※事前予約が必要です。





